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　表紙写真は、２月11日
に「県立米原高等学校生
徒会」の皆さんと議会で
実施した「すみたいまちを
つくる」ワークショップ成
果報告会の様子です。
　報告会は、昨年の９月と
11月に実施したワーク
ショップの結果をまとめる
もので、この日は、米原高
校生徒会の皆さんから11
人のご参加をいただきま
した。
　まず、米原高校の１・２年
生全員を対象としたアン
ケート結果などに基づき、
３つの政策をきめ、その政
策を実現するために必要
な事項を議員と生徒の皆
さんが一緒に意見を出し
合い、まとめた内容を発表
しました。
　今回のワークショップ
は、議員にとって、年齢が
離れた若い人たちの考え
を聞く貴重な機会となり
ました。
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クロ討
クローズ
　アップ討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第８号　令和５年度米原市国民健康保険事業特別会計予算
　県が示した標準保険料率と現行税率の乖

かい

離
り

幅を基金で調整し、保険料水準統一に
向けた調整期において被保険者に合理的な根拠を示し得る伸びとなるよう税率を
引き上げる。
○議案第22号　米原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
　５年度国民健康保険事業費納付金および標準保険料率が県から示されたため、国
民健康保険事業費納付金に要する費用等に充てるため、国保税率等の改定を行う。

【議案第８号】　原案のとおり可決することについて
　　　賛成12人　　　×　　　反対２人　　　賛成多数で可決

【議案第２２号】　原案のとおり可決することについて
　　　賛成12人　　　×　　　反対２人　　　賛成多数で可決

【議案第８号】予算常任委員会で原案のとおり可決することについて
　賛成11人　×　反対2人　賛成多数で可決すべきものと確認

※予算常任委員会は、当日１人の欠席者あり

【議案第22号】健康福祉教育常任委員会で原案のとおり可決することについて
　賛成７人　×　反対０人　総員賛成で可決すべきものと確認

賛成者と反対者の一覧はP7

【議案第８号】
　今回の国民健康保険（国保）特別会計予算の内容は、県内保険料統一
化のため、５年度は6.5％引き上げ、その後もおおむね均等な伸び率
で12年度まで段階的に引き上げるというシミュレーションに基づく
ものだが、多くの国保世帯は、これ以上の負担に耐えられない状況に
あることは明らかである。消費税を導入する時、政府は、その歳入を
すべて社会保障に使うと説明してきた。しかしながら、現実、その歳
入は法人税の減税や所得税減税の財源となり、社会保障制度は悪くな
るばかりだ。
　今回の国保税の引き上げを前提とした国保特別会計予算は許され
ない。ますます年金生活者や無職者、フリーターなど経済的弱者に大
きな負担を強いるものであるため、反対する。

【議案第22号】
　市長は以前の山𦚰議員の質問に対して、国保税の均等割は人頭税の
ようなものであると答弁された。また、昨年度から国保税の18歳以
下の均等割分を一般会計から還付する経済支援措置を行い、来年度も
継続するとされている。しかし均等割の課題は、本来、国保、国保税の
問題として改善すべきである。市独自で、均等割分について国保税を
引き下げ、その金額を一般会計から国保特別会計に繰り入れるべきで
ある。以上の理由から反対する。

反
対

藤
田
　
正
雄
　
議
員
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多様な主体の連携のもとで
  一人一人を大切に、誰一人取り残さない教育の在り方

地域は今が正念場
  議会に期待されることも変わってきている

いかに自治体の課題として提起するか
  ひとびとの暮らしの現場が、わがまちの課題の現場

詳しい内容は、表紙と裏表紙へ
  米原高校生徒会の皆さんとまちの未来について考えました
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　1月16日に広島県庁で同県における不登校児童・生徒の支援
施策の視察を行いました。同県では、教育支援センターとして
SCHOOL“S”を設置し、県内の不登校の小中学生を支援するため認
定特定非営利活動法人カタリバと連携協力し、児童生徒の個々の状
況に合わせた学びを支援されています。また、不登校児童生徒を対象にした校内フリースクールで
あるスペシャルサポートルーム（SSR）が公立小学校に設置されています。本市でも教育支援セン
ター「みのり」による支援、フリースクール利用児童生徒支援補助事業などを行っておりますが、改
めて多様な主体が連携して取り組んでいくことの重要性を認識しました。
　17日には広島県福山市にて、全国の公立小学校で初のイエナプラン教育校（一人一人を尊重しな
がら自律と共生を学ぶ教育。異年齢集団を基本単位とした教育などが特徴）である福山市立常石と
もに学園を視察した後、同市内の特定非営利活動法人学習支援ヴァパウスにて、平等な学習機会の
提供や青少年育成の在り方に関する理解を深めました。

　２月６日、長浜・米原市議会議員連絡協議会において、早稲田大学マ
ニフェスト研究所事務局長の中村 健氏による「市長と議会との関係～
市長マニフェストは絶対なのか～」と題した研修会を実施しました。
　今回の研修は、二元代表制における議会と執行機関の関係などにつ
いて、総合計画などの具体的資料を用いて進められ、議会に期待されることの変化への研究を深め、
これからの地域づくりについて視野を広げる機会になりました。

　１月20日に行われた研修会では、「自治体議会に求められる成果を考える～市民、議会改革、地方
制度調査会の議論をふまえて～」と題して、法政大学法学部教授の土山 希美枝氏から、議会に求めら
れていること、議会と自治をめぐる議論の潮流などについて講演をいただきました。

　２月11日の県立米原高等学校生徒会の皆さんとのワークショップ成果報告会に向けて、1月30
日に、当日の流れ、手法などについて、最終検討を行いました。また、実施後の2月15日には、当日の
振り返りおよび論点の整理を行うとともに、今後の展開などについて協議を行いました。なお、当
日の様子は表紙に、これまでの取り組みは裏表紙にまとめています。

福山市立常石ともに学園の視察

研修の様子
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第１回定例会　議決結果一覧
●全員賛成で原案可決・同意・採択とした案件

議案審査を付託された常任委員会
【総産建】総務産業建設　【健福教】健康福祉教育　【予算】予算

番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件名 付託先

発議第　１号　米原市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について

決議第　１号　議案第７号　令和５年度米原市一般会計予算に対する附帯決議案

同意第　１号　米原市公平委員会委員の選任について

同意第　２号　米原市固定資産評価審査委員会委員の選任について

同意第　３号　米原市固定資産評価審査委員会委員の選任について

同意第　４号　米原市教育委員会委員の任命について

議案第　２号　令和４年度米原市一般会計補正予算（第 11 号）

議案第　３号　令和４年度米原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）	

議案第　４号　令和４年度米原市介護保険事業特別会計補正予算（第５号）

議案第　５号　令和４年度米原市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

議案第　６号　令和４年度米原市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）

議案第　９号　令和５年度米原市介護保険事業特別会計予算

議案第１０号　令和５年度米原市後期高齢者医療事業特別会計予算

議案第１１号　令和５年度米原市駐車場事業特別会計予算

議案第１２号　令和５年度米原市水道事業会計予算

議案第１３号　令和５年度米原市下水道事業会計予算

【予算】

議案第１４号　米原市交通指導員条例の廃止について

議案第１５号　米原市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について

議案第１６号　米原市情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について

議案第１７号　米原市不当要求行為等対策条例の制定について

議案第１８号　米原市職員の倫理の保持に関する条例の制定について

議案第１９号　米原市付属機関設置条例の一部を改正する条例について

議案第２０号　米原市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について

議案第２１号　米原市税条例の一部を改正する条例について

【総産建】

議案第２３号　米原市長期継続契約に関する条例の一部を改正する条例について 【総産建】

議案第２４号　米原市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について

議案第２５号　米原市家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例について

議案第２６号　米原市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

【健福教】

議案第２７号　米原市県営土地改良事業分担金徴収条例および米原市営土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例について

議案第２８号　米原市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について
【総産建】

議案第２９号　令和４年度米原市一般会計補正予算（第 12 号）

議案第３０号　令和５年度米原市一般会計補正予算（第１号）

議案第３１号　令和５年度米原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

【予算】

議案第３２号　米原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

議案第３３号　米原市介護保険条例の一部を改正する条例について
【健福教】

請願第　１号　精神障害者に対する医療費助成制度の改善を求める請願書

意見書第１号　精神障がい者に対する医療費助成制度の改善を求める意見書案
【健福教】
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議　　案
付
託
先

討
論

結
果

天翔クラブ 政策研究会
マイバラ

日本共産党
米原市議団 無会派

山
口

礒
谷

今
中

鹿
取

矢
野

中
川
松

鍔
田

中
川
雅

堀
江

山
本

𠮷
田

藤
田

山
𦚰

振
角

細
野

議案第７号　令和５年度米原市
一般会計予算に対する修正案 ０ ○ ○ 議長

裁決 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○

議案第７号　令和５年度米原市
一般会計予算（修正部分を除く原
案）

０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８号　令和５年度米原市
国民健康保険事業特別会計予算

予
算 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第２２号　米原市国民健康保
険税条例の一部を改正する条例に
ついて

健
福
教

１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第３４号　和解することにつ
いて

総
産
建

０ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●賛否が分かれた案件
※賛成者は「○」反対者は「×」議長は採決に加わりません。※議案第7号修正案については、可否同数となり議長裁決により可決されました。

　１月23日に令和５年第1回臨時会が開催されました。
　この臨時会は、出産・子育て応援交付金などの一般会
計補正予算を審議するために緊急に開催しました。採
決の結果は次のとおりです。

　　議会が      した主な補正予算　　

議決結果一覧　●第１回臨時会

令和4年4月以降の出産に対する10万円相当の経済的支援実施のため約３９００万円を追加
新型コロナウイルス感染・濃厚接触者へ、無給の休暇取得・休業に対する支援金、400万円を増額
ふるさと納税寄附金の歳入増にともなう事業経費を約9200万円増額

1月臨時会

件名 付託先 議決結果
議案第 1 号　令和 4 年度米原市一般会計補正予算（第１0 号） 予算常任委員会 総員賛成で可決

	議員辞職のお知らせ
令和５年１月23日付で、後藤英樹議員（天翔クラブ）が一身上の都合で辞職されました。
現在の議員数は15人です（定数は、16人）。
また、次のとおり、議会の体制に変更がありました。

【議 会 運 営 委 員 会  委 員 長】　後藤　英樹　⇒　礒谷　晃
【米原駅東口駅前開発特別委員会 委員】　後藤　英樹　⇒　礒谷　晃
【長 浜 水 道 企 業 団 議 会 議 員】　後藤　英樹　⇒　山𦚰　正孝
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予算常任委員会報告
5 年度一般会計・特別会計・公営企業会計当初予算・4 年度補正予算等を審査

予算審査って何だろう？　予算常任委員会　山本克巳 委員長

　15人の議員が２つの分科会に別れ、予算内容つまり
米原市のお金の使い道を細かくチェックします。その
後、予算常任委員会で各分科会長からの報告を聞き、も
う一度議員全員で話し合い、賛成か反対かを決めます。
　そして定例会最終日の本会議にて、電子採決により
賛成か反対かを多数決で決定します。

	 　　予算常任委員会の内容について

	 　　  本会議で審査結果を報告
主な審査経過と議論の争点は以下のとおりでした。

■総務産業建設分科会
　・市民部の伊吹高校生通学支援金180万円について、多くの質問が出ました。
　　⇒他の高校に通う生徒もいるので公平性に欠けるのでは？
　・近江鉄道沿線地域公共交通再生協議会負担金、近江鉄道線管理機構負担金について。
　　⇒上下分離方式と聞いていたが、実際は車両や駅舎管理も含むのか？
■健康福祉教育分科会
　・米原市後期高齢者医療事業特別会計予算について。
　　⇒高齢者医療について、米原市として何らかの助成措置はないのか？
　・くらし支援部こども未来局の子どもの貧困対策事業について。
　　⇒地域のさまざまな場ではなく、学校現場での貧困把握に特化しているように見えるが、その理由は？
■最終日追加議案（議案第２９号から議案第３１号）については
　・ワクチン接種コールセンターの委託料について。
　　⇒３９６０万円はいかにも高額だが、どのような委託内容か？

その分科会とは？　議論の争点は？　報告内容は？

総務産業建設分科会
●米原市消防団の再編
●近江長岡駅の駐車場
●びわ湖放送への出資金
●移住者の農地取得
●会計年度任用職員の採用人数

その他

健康福祉教育分科会
●開業医誘致等地域医療振興事業
●国民健康保険の子育て世帯応援金
●18歳までの医療費無料化
●おむつの処分を園で行うこと
●後期高齢者医療事業

その他

0 100 200 300 400 （億円）

米原市全体の予算規模

令和4年度

令和 5年度

一般会計
208億8000万円

特別会計
82億6430万円

公営企業会計
57億9554万2千円

一般会計
222億1420万円

特別会計
85億3700万円

公営企業会計
64億6059万4千円
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　なお、議案第８号については賛成多数で、その他の議案においては総員賛成で、原案のとおり可決す
べきものと決しました。

議案第７号、令和５年度米原市一般会計予算に対して
1 件の　　　　　　と 1 件の　　　　　　　 が出されました。

　　　　　　　*** かんたん解説 ***
☆修正動議とは
　　議会に提出される原案の内容の修正・変更を求める趣旨の動議。
☆附帯決議案とは
　　委員会で議案を可決する際に意思を表明するために行う決議のことで法的拘束力はありません。

採決の結果
修正動議 附帯決議案

今回の＜修正動議＞の詳細説明
　執行部提出予算では「鉄道を利用して近江長岡駅から県立伊吹高等学校へ通学する生徒に対し、
路線バス・乗合タクシーの共通通学定期券の購入費用を支援する経費」が提案されていました。説
明では、同制度を提案するに至った主

し ゅ

たる理由として、県立伊吹高等学校の生徒数が減少している
中、同校の存続を守るために、近江長岡駅から公共交通を利用して通学する生徒に対し、高校からの
要望もあり、支援を行うというものでした。
　これに対して委員会では、「この助成制度では、同校に通学する生徒のうち、市内在住以外の生徒
が助成対象の大多数を占めるということ」、次に、「市内在住でほかの高校に通学する生徒には同様
の助成制度はないこと」、さらには、「多様な通学手段がある中で、助成の対象を近江長岡駅からの
公共交通手段に限定していること」、また、「助成割合について、市の負担割合を全額としているこ
と」などを論点として負担金補助及び交付金中、「伊吹高校生通学支援金」180万円の減額修正を
求めたもの。

今回の＜附帯決議案＞の詳細説明
　５年度米原市一般会計予算には、「近江鉄道沿線地域公共交通再生協議会負担金」８００万８千
円と「近江鉄道線管理機構負担金」１６４万３千円が計上されています。
　この再生協議会とは、いわゆる法定協議会（輸送に係る関係者が協議する仕組み）のことであり、
管理機構とは、県および沿線市町の１１団体で構成される第３種鉄道事業者（線路を他事業者に
もっぱら使用させる事業者等）を指します。
　これに対して議会では１年前の令和４年第１回定例会において、「法定協議会負担金の予算執行
に当たっては担保を求めよ」などとする附帯決議を可決しました。しかしながら令和４年３月29
日に開催された法定協議会では、上下分離方式を逸脱した、鉄道車両を含む全資産を譲渡の対象と
する検討結果が示されるなど、十分な協議がなされていないのではないかという懸念があります。
　さらに、同社は、令和３年12月27日と令和４年２月７日に脱線事故を起こし、国の運輸安全委員
会からも適切な整備がなされていなかったことを指摘されており、鉄道施設の老朽化によって、今
後のさらなる費用負担までも予見されるところです。
　よって委員会としては５年度の法定協議会等への負担金の執行に当たっては、法定協議会に対
し、様々な観点からの担保を求め、透明、公正な協議を促し、本市を含め、地域にとって後世に悔いを
残さないよう対応されることを再度申し入れたもの。

修正動議？
附帯決議？
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◎
消
防
団
の
再
編
に
つ
い

て問
　
消
防
団
員
の
な
り
手

の
確
保
が
厳
し
い
状
況
で

あ
る
が
、
定
員
の
確
保
策

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
団

地
な
ど
、
消
防
団
が
な
い

地
区
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

　
さ
ら
に
再
編
計
画
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
遅
れ
て
い

る
が
、
今
後
の
対
応
方
針

は
。

答
　
定
数
に
つ
い
て
は
、

常
備
消
防
と
非
常
備
消
防

の
役
割
分
担
を
行
い
つ
つ
、

地
元
と
も
協
議
し
て
い
き

ま
す
が
、
大
幅
な
減
員
の

方
向
で
す
。
消
防
団
が
な

い
地
区
は
、
幾
つ
か
の
地

域
、
自
治
会
を
包
括
し
た

形
で
の
班
編
制
を
行
い
、

団
地
の
皆
さ
ん
に
も
近
隣

の
班
に
所
属
さ
れ
る
よ
う

に
、
お
願
い
を
し
て
い
き

ま
す
。

　
再
編
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

５
年
度
中
に
方
針
を
定
め
、

６
年
度
に
体
制
を
つ
く
り
、

７
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

◎
伊
吹
高
校
生
通
学
支
援

金
に
つ
い
て

問
　
駅
と
高
校
を
結
ぶ
地

域
公
共
交
通
の
強
化
事
業

と
い
う
趣
旨
に
つ
い
て
は
。

答
　
伊
吹
高
校
は
開
設
時
、

１
学
年
６
ク
ラ
ス
あ
り
ま

し
た
が
、 

現
在
、 

３
年
生

は
４
ク
ラ
ス
、 

１・
２
年

生
が
３
ク
ラ
ス
に
減
っ
て

い
ま
す
。

　
駅
か
ら
高
校
ま
で
の
距

離
が
遠
い
た
め
、
通
学
に

は
公
共
交
通
が
重
要
で
す
。

　
バ
ス
は
１
時
間
に
１
本

で
、
ま
い
ち
ゃ
ん
号
は
１

時
間
に
２
本
あ
り
ま
す
。

合
わ
せ
て
１
時
間
に
３
本

の
公
共
交
通
を
無
料
共
通

定
期
券
で
使
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
交
通
不
安
が
な

く
な
り
、
高
校
の
魅
力
も

高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
併

せ
て
近
江
長
岡
駅
の
鉄
道

促
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
の
伊
吹
高

校
通
学
生
に
よ
る
近
江
長

岡
駅
の
利
用
者
は
、柏
原・

米
原
駅
か
ら
の
利
用
者
が

各
２
名
、
彦
根
方
面
か
ら

12
名
で
、
合
計
16
名
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
自
転
車
等
で
伊
吹
方

面
な
ど
か
ら
バ
ス
を
使
わ

ず
通
っ
て
い
る
生
徒
も
い

る
中
、
こ
の
施
策
が
人
口

減
少
の
防
止
に
つ
な
が
る

の
か
疑
問
で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
様
の
支
援
を

求
め
ら
れ
た
ら
対
応
で
き

る
の
か
。
他
市
の
生
徒
に

補
助
金
を
出
す
こ
と
の
是

非
は
ど
う
な
の
か
。

答
　
ま
い
ち
ゃ
ん
号
に
つ

い
て
は
、
高
校
生
に
年
額

８
千
円
分
の
タ
ク
シ
ー
助

成
券
を
無
償
で
渡
し
、
保

護
者
の
送
迎
負
担
を
軽
減

す
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
今
回
の
事
業
を
一

つ
の
試
み
と
し
、
公
共
交

通
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
支

援
の
仕
方
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
外
の
生
徒
に
も
補
助

を
行
う
こ
と
で
、
高
校
の

魅
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
環
境
を
と
と
の
え
、
地

域
の
高
校
を
応
援
す
る
と

い
う
こ
と
を
趣
旨
と
し
て

い
ま
す
。

◎
農
地
取
得
に
つ
い
て

問
　
農
業
を
や
り
た
い
移

住
者
に
つ
い
て
、
農
地
を

借
り
た
り
、
取
得
し
た
り

す
る
こ
と
に
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
。
新
た
な
政
策
が
取

ら
れ
る
の
か
。

答
　
国
の
法
改
正
に
よ
り
、

今
年
の
４
月
１
日
か
ら
農

地
を
取
得
す
る
場
合
、
面

積
要
件
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

本
市
で
は
、
地
域
ご
と
に

20
㌃
か
ら
40
㌃
と
い
う
面

積
を
設
定
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
度
の
農
業
委
員
会

総
会
で
、
廃
止
に
つ
い
て

諮
る
予
定
で
す
。
面
積
要

件
を
撤
廃
す
る
こ
と
で
、

農
地
取
得
が
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　
以
上
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
付
託
を
受
け
た
議
案

の
う
ち
、
５
年
度
一
般
会

計
予
算
は
、
賛
成
多
数
で

可
決
す
る
も
の
と
確
認
し
、

そ
の
ほ
か
の
議
案
は
、
総

員
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

討
論
・
採
決
結
果

報告します！消
防
団
の
再
編
に
つ
い
て

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会　
総
務
産
業
建
設
分
科
会

委
員
長
・
分
科
会
長
　
矢
野 

邦
昭

副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
細
野 

正
行

委
　
員	

　
藤
田 
正
雄
、  

今
中 

力
松
、  

堀
江 

一
三

	

　
𠮷
田 
周
一
郎
、  

鍔
田 

明

消防訓練（朝日八幡神社にて）
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問
　
医
療
が
不
足
し
て
い

る
地
域
に
開
業
医
を
誘
致

す
る
な
ら
わ
か
る
が
、
市

全
域
を
一
つ
の
地
域
と
し

て
誘
致
事
業
を
進
め
る
の

は
い
か
が
な
も
の
か
。

答
　
人
口
が
比
較
的
多
く

な
い
地
域
で
開
院
を
希
望

さ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

地
域
に
医
療
の
安
心
を
創

っ
て
い
き
た
い
の
で
来
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
と
い

う
売
り
込
み
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
有
地
等
で
活

用
で
き
る
も
の
が
な
い
か

も
含
め
て
提
案
し
、
医
院

の
数
が
少
な
い
地
域
へ
誘

致
を
進
め
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
で
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
子
ど
も
の
貧
困
対
策

事
業
は
、
学
校
現
場
に
お

け
る
貧
困
把
握
に
特
化
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

そ
の
理
由
は
何
か
。

答
　
貧
困
対
策
と
し
て
、

学
校
連
携
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を

配
置
し
て
お
り
、
福
祉
と

教
育
の
橋
渡
し
と
い
う
役

割
で
す
。

　
小
・
中
学
校
に
は
、
市

内
に
住
む
子
ど
も
た
ち
が

通
っ
て
い
る
た
め
、
こ
こ

で
把
握
が
で
き
る
と
い
う

認
識
で
す
。

問
　
お
む
つ
の
処
分
を
園

で
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
保
護
者
に
は
自
分
の

子
ど
も
の
お
む
つ
を
見
て

健
康
状
態
を
判
断
す
る
人

も
い
る
。
例
え
ば
、
お
む

つ
を
確
認
し
て
、
こ
の
子

ち
ょ
っ
と
体
調
が
悪
い
な

と
把
握
し
た
と
き
、
保
護

者
へ
の
引
き
継
ぎ
を
滞
り

な
く
で
き
る
の
か
。

答
　
特
に
乳
児
の
場
合
は
、

送
り
迎
え
の
際
に
保
護
者

に
対
し
て
体
調
を
丁
寧
に

伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
健

康
上
、
お
む
つ
の
中
身
な

ど
に
問
題
が
な
か
っ
た
場

合
に
つ
い
て
も
、
夕
方
に

は
保
護
者
宛
に
、
例
え
ば

排
便
は
何
回
で
し
た
と
い

う
よ
う
な
情
報
が
行
く
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

問
　
18
歳
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
に
つ
い
て
、
な
ぜ

一
度
に
３
歳
分
を
引
き
上

げ
た
の
か
。
１
歳
ず
つ
引

き
上
げ
、
３
年
後
に
18
歳

ま
で
と
す
る
方
法
も
あ
る

が
、
実
施
方
法
に
つ
い
て

検
討
し
た
の
か
。

答
　
18
歳
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
に
つ
い
て
は
、
全

国
的
な
動
向
等
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
約
半
分
の
自

治
体
が
18
歳
ま
で
の
助
成

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
市
も
18
歳
ま
で
と
い
う

形
に
し
ま
し
た
。

問
　
国
民
健
康
保
険
の
子

育
て
世
帯
応
援
金
に
つ
い

て
、
な
ぜ
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
で
は
な
く
、
一

般
会
計
か
ら
支
出
す
る
の

か
。

答
　
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
特
別
会
計
で
は
、
市

独
自
、
地
方
独
自
の
制
度

は
実
施
で
き
な
い
と
い
う

見
解
が
国
で
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
県
と

協
議
を
重
ね
る
中
で
、
国

保
特
別
会
計
上
の
制
度
で

は
な
く
、
一
般
会
計
上
で

国
保
制
度
と
は
切
り
離
し

た
形
で
の
制
度
化
が
必
要

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

問
　
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
つ
い
て
、
高
齢
者
世

帯
に
対
し
て
何
ら
軽
減
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

何
ら
か
の
助
成
措
置
を
講

じ
る
と
い
う
こ
と
を
執
行

部
で
議
論
し
た
こ
と
は
あ

る
か
。

答
　
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
、
県
全
域
で
実
施
し

て
い
る
制
度
で
す
の
で
、

市
単
独
で
の
助
成
は
、
検

討
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
つ
い
て
、
被
保
険
者

の
２
割
負
担
が
導
入
さ
れ

た
が
、
そ
の
割
合
は
ど
う

か
。

答
　
２
割
負
担
の
人
は
１

２
０
７
人
で
、
全
体
の
約

19
％
の
人
が
該
当
し
ま
す
。

３
割
負
担
の
人
は
１
８
５

人
で
、 

全
体
の
２・
９
％

で
す
。

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
委
託
料

が
３
９
６
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
が
、
高
額
過
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
。
ど
の
よ

う
な
委
託
内
容
か
。

答
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
の
回
答
、

予
約
受
付
、
接
種
券
再
発

行
の
手
続
き
に
関
す
る
業

務
を
委
託
し
ま
す
。

　
以
上
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
付
託
を
受
け
た
議
案

の
う
ち
、
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
会
計
予
算
、
一
般

会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補

正
予
算
を
総
員
賛
成
で
可

決
す
る
も
の
と
確
認
し
、

条
例
関
係
の
各
議
案
も
す

べ
て
総
員
賛
成
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
請
願
第
１
号
　
精
神
障

害
者
に
対
す
る
医
療
費
助

成
制
度
の
改
善
を
求
め
る

請
願
書
は
、
総
員
賛
成
で

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

報告します！開
業
医
の
数
が
少
な
い
と
こ
ろ
へ
、

医
療
機
関
の
誘
致
を
進
め
て
い
き
た
い

健
康
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会　
健
康
福
祉
教
育
分
科
会

委
員
長
・
分
科
会
長
　
山
𦚰 

正
孝

副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
鹿
取 

和
幸

委
　
員	

　
振
角 
大
祐
、  

山
口 

久
志
、  

礒
谷 

晃

	

　
中
川 
雅
史
、  
中
川 

松
雄
、  

山
本 

克
巳

討
論
・
採
決
結
果

特
別
会
計
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
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会
派
代
表
者
質
問

問
　
経
常
収
支
比
率
が
95

％
と
高
い
が
増
え
た
原
因

は
。

答
　
電
気
代
や
燃
料
費
な

ど
、
物
価
高
騰
の
影
響
に

伴
う
経
常
一
般
財
源
を
充

当
す
る
経
費
の
増
加
に
よ

り
、
上
昇
す
る
こ
と
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

問
　
今
後
の
財
政
運
営
に

支
障
は
出
な
い
の
か
。

答
　
新
規
事
業
や
事
業
拡

充
を
行
う
た
め
の
財
源
確

保
が
厳
し
い
状
況
に
な
る

た
め
、
効
率
的
な
財
政
運

営
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

問
　
４
年
度
の
決
算
審
査

の
対
応
に
つ
い
て
、
予
算

に
反
映
さ
せ
た
の
か
。

答
　
副
市
長
指
示
事
項
と

し
て
ま
と
め
、
庁
内
周
知

を
図
り
ま
し
た
。
社
会
福

祉
協
議
会
の
運
営
費
補
助

金
の
見
直
し
や
高
齢
者
エ

ア
コ
ン
設
置
事
業
補
助
金

の
要
件
緩
和
等
、
５
年
度

予
算
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

問
　
人
口
減
少
対
策
に
は
、

継
続
し
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
が
必
要
で
あ
る
。
政

府
は
４
月
か
ら
「
こ
ど
も

家
庭
庁
」
を
設
置
し
異
次

元
の
少
子
化
対
策
に
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
。
そ

れ
を
見
極
め
て
、
市
な
ら

で
は
の
施
策
を
打
つ
べ
き

で
あ
る
と
思
う
が
。

答
　
年
々
子
ど
も
の
人
数

が
減
少
し
て
い
る
状
況
は
、

ま
さ
に 

「
待
っ
た
な
し
」

で
す
。
今
、 

子
育
て
、 

子

育
ち
に
困
っ
て
い
る
市
民

の
皆
さ
ん
の
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
国
に
先
駆
け

不
安
を
い
ち
早
く
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
も
っ
て
対
策
に

当
た
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
国
の
少
子
化

対
策
の
議
論
に
呼
応
し
な

が
ら
も
、
地
域
に
よ
っ
て

課
題
に
違
い
が
あ
る
こ
と

も
実
態
と
し
て
あ
り
、
市

民
の
た
め
に
、
基
礎
的
自

治
体
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
を
大
胆
に
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

問
　
子
ど
も
本
人
に
向
き

合
い
、
子
育
ち
支
援
や
産

み
育
て
る
望
み
を
か
な
え

る
環
境
と
は
。

答
　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
、

不
安
定
な
世
界
情
勢
、
物

価
高
騰
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
貧
困
や
格
差
が
世
代

を
超
え
て
連
鎖
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
一
人
一

人
に
等
し
く
与
え
ら
れ
る

は
ず
の
権
利
は
、
親
や
保

護
者
の
義
務
と
責
任
に
頼

っ
て
い
て
は
、
も
は
や
保

証
さ
れ
な
い
と
い
う
現
実

が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま

す
。
何
と
も
し
よ
う
が
な

い
、 

生
き
づ
ら
さ
は
、 

子

ど
も
の
未
来
の
可
能
性
を

奪
い
ま
す
。

　
市
で
は
子
ど
も
た
ち
本

人
に
し
っ
か
り
と
向
き
合

い
子
育
ち
を
応
援
す
る
た

め
、
５
年
度
か
ら
18
歳
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
や
、

子
育
て
支
援
策
の
所
得
制

限
の
撤
廃
な
ど
独
自
の
支

援
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
と
い
う

望
み
を
、 

い
つ
で
も
、 

誰

も
が
安
心
し
て
持
ち
、
か

な
え
る
こ
と
の
で
き
る

「
地
域
社
会
全
体
で
子
育

て
を
支
援
す
る
ま
ち
」
へ

と
転
換
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
被
害
状
況
と
駆
除
の

実
績
は
。

答
　
３
年
度
の
被
害
状
況

は
、 

二
ホ
ン
ジ
カ
23
万
６

千
円
、 
イ
ノ
シ
シ
49
万
７

千
円
、 
ニ
ホ
ン
ザ
ル
６
８

５
万
９
千
円
、 
ハ
ク
ビ
シ

ン
・
ア
ラ
イ
グ
マ
13
万
９

千
円
で
す
。

　
４
年
度
の
駆
除
の
実
績

は
、
令
和
５
年
１
月
末
現

在
、
二
ホ
ン
ジ
カ
９
８
９

頭
、 

イ
ノ
シ
シ
65
頭
、 

ニ

ホ
ン
ザ
ル
40
頭
、
ハ
ク
ビ

シ
ン
・
ア
ラ
イ
グ
マ
25
頭

で
す
。

問
　
伊
吹
山
、
霊
仙
山
の

シ
カ
に
よ
る
被
害
へ
の
早

急
な
対
応
は
。

答
　
伊
吹
山
で
は
27
基
の

箱
ワ
ナ
、
囲
い
ワ
ナ
を
設

置
し
年
間
１
３
０
頭
を
捕

獲
、
そ
の
う
ち
３
年
度
で

は
、
銃
器
で
14
頭
を
捕
獲

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、 

５
年
度
は
、 

土

砂
の
流
出
や
斜
面
崩
壊
防

止
の
た
め
、
試
験
的
に
植

生
復
元
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、 

霊
仙
山
に
は
、 

16
基
の
箱
ワ
ナ
、
囲
い
ワ

ナ
を
設
置
し
、
年
間
約
90

頭
捕
獲
し
て
い
ま
す
。

問
　
部
落
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
に
対

す
る
理
解
と
取
り
組
み
は
。

答
　
こ
の
法
律
は
、
部
落

差
別
は
許
さ
れ
な
い
と
す

る
認
識
の
も
と
、 

国
、 

地

方
公
共
団
体
の
責
務
を
明

ら
か
に
し
、
差
別
の
な
い

社
会
の
実
現
を
図
る
う
え

で
大
き
な
原
動
力
に
な
る

も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
米
原
市
人
権
施
策

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
の
撲
滅
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
　
法
律
に
よ
る
第
４
条

相
談
体
制
、
第
５
条
教
育

及
び
啓
発
、
第
６
条
実
態

調
査
等
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
　
人
権
相
談
や
教
育
・

啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

同
和
問
題
や
部
落
差
別
の

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
し
て
、
国
や
県
の

人
権
に
関
す
る
調
査
結
果

な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

市
民
意
識
調
査
の
結
果
も

踏
ま
え
て
、
人
権
施
策
基

本
方
針
の
見
直
し
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別

書
き
込
み
な
ど
の
調
査
や

対
策
も
行
っ
て
い
ま
す
。

５
年
度
一
般
会
計
の

予
算
編
成
に
つ
い
て

５
年
度
の
一
般
会
計予

算
編
成
に
つ
い
て
問
う

天
翔
ク
ラ
ブ　

鍔
田　
明 

議
員

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

獣
害
対
策
に
つ
い
て

人
権
問
題
に
つ
い
て

啓発物品の一例

録画配信
はこちら
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会
派
代
表
者
質
問

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
登
録
だ
け
が
目
的
で

は
な
い
は
ず
だ
。
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
き
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る

の
か
。

答
　「
米
原
市
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
推
進
方
針
」
に
基
づ

き
、“
市
役
所
に
行
か
な

け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
手

続
き
が
、
ど
こ
か
ら
で
も

で
き
、
デ
ジ
タ
ル
を
最
大

限
活
用
す
る
自
治
体
運
営

へ
の
変
革
”
を
目
指
し
、 

本
年
度
か
ら
取
り
組
み
を

開
始
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ

ル
化
の
基
盤
と
な
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
さ
ら

な
る
普
及
促
進
、
子
育
て

や
介
護
な
ど
の
手
続
き
を

は
じ
め
と
し
た
市
役
所
業

務
の
66
の
行
政
手
続
き
に

お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

手
続
き
が
で
き
る
よ
う
、

シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
を
含

め
た
業
務
改
善
を
進
め
て

い
ま
す
。

問
　
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
協
議

経
過
と
今
後
の
設
置
完
了

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　
Ｊ
Ｒ
東
海
が
費
用
の

３
分
の
１
を
負
担
す
る
こ

と
と
合
わ
せ
、
市
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
整
備
し
、

市
の
財
産
と
し
て
維
持
管

理
し
て
い
く
こ
と
を
条
件

に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

実
現
す
る
運
び
で
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
２
基
、
ス
ロ
ー

プ
１
カ
所
を
整
備
す
る
予

定
で
す
。
現
在
は
、 

５
年

度
に
詳
細
な
実
施
設
計
を

行
う
た
め
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と

協
定
の
締
結
に
向
け
た
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
予
定
は
、
５
年

度
中
に
実
施
設
計
を
終
え
、

６
年
度
か
ら
工
事
に
着
工

し
、
９
年
度
中
に
は
工
事

を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

問
　
米
原
警
察
署
は
、
伊

吹
と
山
東
の
駐
在
所
（
東

黒
田
・
大
原
・
伊
吹
・
柏

原
） 

を
統
廃
合
し
て
、 

現

在
の
東
黒
田
駐
在
所
を
新

た
に
24
時
間
態
勢
の
交
番

と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

今
後
市
内
の
防
犯
体
制
は

ど
う
変
わ
る
の
か
。

答
　
駐
在
所
は
警
察
官
が

居
住
し
て
い
ま
す
が
、
１

人
の
配
置
で
朝
か
ら
夕
方

ま
で
の
勤
務
で
す
。
こ
れ

に
対
し
、
交
番
は
24
時
間

態
勢
の
交
代
勤
務
で
、
複

数
の
警
察
官
が
配
属
さ
れ

ま
す
。
よ
り
迅
速
、
的
確

な
対
応
が
図
れ
、
昼
夜
を

問
わ
ず
パ
ト
ロ
ー
ル
や
緊

急
出
動
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

問
　
事
業
用
地
の
候
補
で

あ
る
柏
原
東
北
部
の
耕
作

放
棄
地
の
土
地
所
有
者
に

対
し
て
、
説
明
が
遅
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
す
で

に
複
数
の
企
業
が
太
陽
光

発
電
の
用
地
取
得
の
た
め
、

周
辺
の
土
地
の
買
収
に
動

い
て
い
る
。

　
土
地
所
有
者
に
混
乱
を

招
い
て
い
る
が
。

答
　
柏
原
地
先
で
の
本
事

業
に
つ
い
て
は
、
令
和
４

年
８
月
と
９
月
に
柏
原
自

治
会
の
役
員
会
で
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
事

業
候
補
地
の
う
ち
、
市
道

に
接
す
る
土
地
の
所
有
者

か
ら
順
次
、
戸
別
訪
問
を

行
い
、
本
事
業
の
説
明
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
令
和
５
年
２
月
25
日

に
は
、
午
前
と
午
後
の
２

回
に
分
け
て
、
土
地
所
有

者
を
対
象
と
し
た
説
明
会

を
開
催
予
定
で
す
。
な
お
、

来
る
３
月
７
日
、 

９
日
、 

10
日
に
は
、
個
別
に
相
談

い
た
だ
け
る
よ
う
柏
原
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
相
談
会
を
行
い
、
土
地

所
有
者
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
な
が
ら
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

問
　
高
さ
の
あ
る
主
柱
は

地
震
な
ど
の
際
に
倒
壊
の

危
険
性
が
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
撤
去
費
用
は
主

柱
の
部
分
だ
け
が
市
の
負

担
で
、
残
り
の
部
分
は
管

理
す
る
団
体
が
始
末
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
本

当
か
。
そ
の
費
用
の
捻
出

は
管
理
団
体
に
と

っ
て
た
や
す
い
こ

と
で
は
な
い
。
市

内
12
カ
所
を
3
年

計
画
で
と
い
う
こ

と
に
は
、
無
理
が

あ
る
と
思
う
が
。

主
柱
だ
け
を
撤
去

し
て
残
っ
た
部
分

は
ど
う
す
る
？

答
　
市
と
し
て
も

一
定
の
責
任
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
市
遺
族
会
か

ら
も
、
今
後
の
忠
魂
碑
の

解
体
撤
去
や
維
持
管
理
等

に
心
配
す
る
声
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
一
つ
の
団
体

だ
け
に
大
き
な
負
担
が
か

か
る
こ
と
の
な
い
よ
う
関

係
す
る
自
治
会
や
土
地
の

所
有
者
の
意
向
な
ど
を
踏

ま
え
、
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
12
カ
所
の

忠
魂
碑
を
全
て
解
体
す
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
１
年
に

お
お
む
ね
４
カ
所
を
３
カ

年
か
け
て
解
体
撤
去
す
る

予
算
を
確
保
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

米
原
市
の
推
進
す
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か

政
策
研
究
会
マ
イ
バ
ラ　

山
本 

克
巳 

議
員

Ｄ
Ｘ
化
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
か

伊
吹
・
山
東
地
域
の
駐

在
所
の
再
編
に
つ
い
て

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
の

進し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
に
つ
い
て

忠
魂
碑
の
撤
去
す
る
部

分
と
そ
の
費
用
負
担
は

近
江
長
岡
駅
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の

進し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
は

録画配信
はこちら

主柱だけを撤去して残った部分はどうする？
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問
　
子
ど
も
・
若
者
施
策

と
同
時
に
、
人
口
減
少
を

見
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
、

ま
ち
の
縮
小
に
適
合
す
る

施
策
も
考
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
　
本
市
で
は
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
生
産
年
齢
人
口
の
維

持
と
出
生
率
向
上
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
日
本
全
体
の
人

口
減
少
が
急
速
に
進
ん
で

お
り
、
人
口
減
少
を
見
据

え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
地
域
で

の
拠
点
づ
く
り
や
、
地
域

公
共
交
通
の
継
続
、
利
便

性
向
上
へ
つ
な
げ
る
た
め

の
計
画
策
定
な
ど
を
進
め
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
、
持

続
可
能
な
都
市
経
営
を
念

頭
に
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

問
　
令
和
４
年
第
４
回

（
12
月
） 

定
例
会
で
、 

国

に
対
し
て
学
校
給
食
無
償

化
を
求
め
る
意
見
書
が
可

決
・
送
付
さ
れ
た
。
市
も
、

人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う

大
事
な
子
ど
も
施
策
と
し

て
、 

国
や
県
に
対
し
、 

学

校
給
食
の
無
償
化
へ
の
財

政
支
援
を
強
く
要
望
し
て

ほ
し
い
が
、ど
う
か
。

答
　
学
校
給
食
の
無
償
化

に
向
け
た
財
政
支
援
の
国

や
県
へ
の
要
望
は
、
本
市

が
単
独
で
行
う
も
の
で
は

な
く
、
県
内
市
町
や
全
国

の
自
治
体
が
連
携
す
べ
き

も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
の

た
め
、
令
和
４
年
第
４
回

定
例
会
に
お
い
て
採
択
さ

れ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
ま

ず
は
提
案
内
容
を
滋
賀
県

都
市
教
育
委
員
会
連
絡
協

議
会
に
紹
介
し
、
他
市
の

意
見
を
伺
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　

問
　
中
山
間
地
域
集
落
の

維
持
可
能
の
方
向
性
は
。

答
　
例
え
ば
、
過
疎
化
へ

の
危
機
意
識
が
高
く
、
新

た
な
人
材
や
移
住
者
の
受

け
入
れ
に
前
向
き
で
あ
っ

た
甲
津
原
地
域
で
は
、
定

住
者
が
少
し
ず
つ
増
え
、

Ｕ
タ
ー
ン
世
帯
や
子
育
て

世
代
の
移
住
に
よ
り
、
10

歳
以
下
の
子
ど
も
の
数
は
、

平
成
21
年
は
ゼ
ロ
で
し
た

が
、
令
和
元
年
に
は
12
人

に
増
え
、
成
果
も
見
え
て

き
ま
し
た
。

　
中
山
間
地
域
対
策
の

方
向
性
に
は
、
ご
指
摘
の

と
お
り
、 

く
ら
し
を
支
え
、

地
域
の
活
力
を
生
み
、
仕

事
を
生
み
出
す
こ
と
が
必

要
で
す
。
今
後
も
地
域
を

牽
引
す
る
人
材
の
確
保
と
、

地
域
資
源
の
活
用
に
取
り

組
み
、
小
規
模
な
山
村
集

落
で
あ
っ
て
も
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
施

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
今
後
、
集
落
営
農
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

関
係
者
な
ど
が
話
し
合
い
、

新
し
い
仕
組
み
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
が
、
ど

う
か
。

答
　
集
落
営
農
は
、
水
田

農
業
の
重
要
な
担
い
手
で

あ
り
、 

さ
ら
に
は
、 

農
村

風
景
の
維
持
や
国
土
保
全

の
役
割
も
担
っ
て
き
た
重

要
な
組
織
で
す
。
今
後

は
、
市
、 

県
、 

農
業
委
員

会
、 

関
係
団
体
が
連
携
し
、

集
落
内
外
か
ら
の
多
様
な

人
材
と
な
る
後
継
者
の
確

保
や
育
成
、
周
辺
の
集
落

営
農
と
の
広
域
的
な
連
携

等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

地
域
と
と
も
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

問
　
日
本
語
教
室
参
加
者

に
対
す
る
交
通
手
段
の
確

保
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
日
本
に
住
む
外
国
籍

市
民
に
と
っ
て
、
日
本
語

習
得
は 

「
言
葉
の
壁
」 

を

な
く
す
た
め
に
大
変
重
要

な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
受
講
者
の
送

迎
に
つ
い
て
は
、
受
講
者

の
お
住
ま
い
の
状
況
や
希

望
な
ど
を
考
慮
し
、
開
催

場
所
や
開
催
回
数
な
ど
、

よ
り
受
講
し
や
す
い
環
境

と
な
る
よ
う
、
市
多
文
化

共
生
協
会
と
調
整
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

問
　
外
国
籍
市
民
が
医
療

受
診
時
に
利
用
で
き
る
通

訳
シ
ス
テ
ム
の
検
討
に
つ

い
て
問
う
。

答
　
医
療
機
関
を
個
人
が

利
用
す
る
場
合
の
通
訳
に

つ
い
て
は
、
市
内
の
医
療

機
関
へ
聞
き
取
り
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
医
療
の
現
場

で
通
訳
で
き
る
職
員
が
対

応
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、

受
診
者
の
知
人
や
職
場
の

人
の
付
き
添
い
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
で
意
思
疎

通
を
図
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
医
療
通
訳
に
は
、
専
門

性
を
要
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
外
国
籍
市
民

が
受
診
さ
れ
る
際
の
医
療

機
関
や
受
診
者
の
ニ
ー
ズ
、

課
題
な
ど
を
確
認
し
な
が

ら
、
本
市
に
お
け
る
適
切

な
医
療
支
援
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

問
　
外
国
籍
市
民
が
働
く

企
業
へ
の
就
労
等
の
実
態

把
握
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
就
労
等
の
実
態
把
握

に
つ
い
て
は
、
市
多
文
化

共
生
協
会
に
も
労
働
契
約

等
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
協
会
を
通
じ
て

ニ
ー
ズ
や
課
題
な
ど
の
実

態
把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
、
市
内
事
業
所
を
対
象

と
し
た
訪
問
活
動
の
中
で
、

外
国
人
労
働
者
の
就
労
実

態
に
関
す
る
調
査
の
実
施

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

会
派
代
表
者
質
問

人
口
減
少
時
代
に
お
い
て
、す
べ
て
の
人
々
が
ど
の

地
域
で
も
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

日
本
共
産
党
米
原
市
議
団　

山
𦚰　
正
孝 

議
員

人
口
減
少
時
代
の
ま
ち

づ
く
り
と
子
ど
も
施
策

人
口
減
少
地
域
で

  

く
ら
し
農
業
を
守
る

ま
ち
づ
く
り

外
国
籍
市
民
が
安
心

し
て
住
め
る
多
文
化

共
生
の
ま
ち
づ
く
り

録画配信
はこちら
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 ○コロナ禍における社会生活、
環境の変化に伴う地域活動について

 ○コロナ禍でのいじめの状況について
中川　松雄　議員

問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

自
治
会
、地
域
で
の
行
事
、

イ
ベ
ン
ト
へ
の
市
と
し
て

の
対
応
は
。

答
　
自
治
会
へ
県
が
示
す

感
染
防
止
策
や
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
配
布
し
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
自

治
会
活
動
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
５
年
度
は
、
自

治
会
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

交
付
金
事
業
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

項
目
を
追
加
し
、
地
域
で

の
行
事
等
再
開
へ
の
支
援

を
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
地
域
創
造
支
援
事
業

の
活
用
状
況
は
。

答
　
コ
ロ
ナ
禍
や
補
助
制

度
の
見
直
し
の
影
響
も
あ

り
、
応
募
も
実
施
さ
れ
る

事
業
も
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で

も
、 

各
団
体
は
、 

国
、 

県

の
指
針
や
市
の
事
業
の
実

施
状
況
を
参
考
に
、
感
染

防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
３
月
13
日
か

ら
、
マ
ス
ク
着
用
は
個
人

の
判
断
が
基
本
と
な
り
、

５
月
８
日
か
ら
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
症
法
上
の
分
類
も

５
類
に
位
置
付
け
ら
れ
ま

す
。
地
域
や
市
民
の
活
動

が
進
む
よ
う
、
各
団
体
へ

情
報
提
供
を
行
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
対
応
す
る

な
ど
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
い
じ
め
へ
の
対
応
者

は
。

答
　
全
て
の
教
職
員
が
子

ど
も
の
異
変
を
捉
え
、
い

じ
め
の
早
期
発
見
に
努
め

る
と
と
も
に
、
サ
ポ
ー
タ

ー
に
も
子
ど
も
の
様
子
を

見
て
も
ら
い
、
情
報
共
有

を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
じ

め
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、

校
内
い
じ
め
対
策
委
員
会

で
対
応
を
検
討
し
、
個
々

の
事
案
に
応
じ
た
指
導
、

支
援
を
行
う
た
め
組
織
的

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
必

要
に
応
じ
て
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
助
言
を
求
め
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
警
察
等
の
関

係
機
関
や
県
の
教
育
委
員

会
と
連
携
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
学
校
か
ら
い
じ

め
の
報
告
を
受
け
た
際
、

指
導
助
言
を
行
い
、
い
じ

め
等
対
応
支
援
員
が
各
学

校
を
訪
問
し
、
情
報
共
有

や
指
導
助
言
を
行
っ
て
い

ま
す
。

問
　
中
学
生
の
ネ
ッ
ト
に

お
け
る
誹ひ

ぼ
う謗

中
傷
は
。

答
　
ネ
ッ
ト
の
誹ひ

ぼ
う謗

中
傷

は
、 
本
人
や
保
護
者
、 

本

人
以
外
の
生
徒
の
訴
え
で

把
握
す
る
こ
と
が
大
半
で

す
。
行
為
を
止
め
る
こ
と

を
最
優
先
に
、
被
害
生
徒

の
安
全
安
心
を
確
保
す
る

よ
う
指
導
を
行
い
、
内
容

に
よ
っ
て
は
警
察
と
連
携

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

保
護
者
に
は
、
家
庭
訪
問

や
電
話
連
絡
等
連
携
を
密

に
し
て
協
力
を
求
め
ま
す
。

ま
た
未
然
防
止
の
取
り
組

み
と
し
て
、
生
徒
を
中
心

と
し
た
主
体
的
な
い
じ
め

防
止
の
取
り
組
み
や
道
徳

教
育
、
特
別
活
動
に
よ
る

い
じ
め
の
理
解
を
深
め
る

学
び
の
推
進
、
学
校
行
事

や
日
常
活
動
を
通
し
て
、

い
じ
め
を
許
さ
な
い
集
団

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。一
例
と
し
て
、 「
い

じ
め
バ
ス
タ
ー
ズ
宣
言
」、

｢

い
じ
め
防
止
５
カ
条
」、

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
宣
言
」等
が
あ
り
、

い
じ
め
防
止
に
向
け
た
生

徒
全
体
の
自
主
的
な
取
り

組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
学
校
の
指
導
に

加
え
、
警
察
や
民
間
団
体

が
主
催
す
る
ネ
ッ
ト
に
関

す
る
防
犯
教
室
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

自
治
会
︑
地
域
で
の
行

事
︑
イ
ベ
ン
ト
に
対
す

る
市
の
対
応
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
の
い
じ
め

の
状
況
に
つ
い
て

録画配信
はこちら

いじめゼロ宣言（米原中学校）
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 ○自治体ＤＸをどのように進めて行くのか
 ○子育ての支援策について
 ○道の駅「近江母の郷

さと
」トイレについて

細野　正行　議員

問
　
市
民
の
利
便
性
や
行

政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
活

用
や
行
政
手
続
き
の
重
要

項
目
を
掲
げ
て
い
る
が
進

ん
で
い
る
の
か
。

答
　
米
原
新
時
代
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
推
進
本
部
を
設
置

し
、
全
庁
横
断
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
本

年
度
か
ら
、
外
部
専
門
業

者
に
よ
る
提
案
お
よ
び
技

術
支
援
を
受
け
て
お
り
、

国
が
示
す
重
点
取
り
組
み

項
目
の
整
備
の
ほ
か
、
行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
な
ど
、
行
政
事
務
の
効

率
化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

問
　
確
定
申
告
も
ス
マ
ホ

で
済
む
時
代
だ
。
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
詐
欺
な
ど
ス
マ
ホ

に
関
す
る
事
件
も
多
い
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
の

み
で
は
な
く
、
市
民
を
守

る
た
め
、
ス
マ
ホ
講
座
を

広
げ
る
必
要
性
が
あ
る
の

で
は
。

答
　
ス
マ
ホ
講
座
は
、
初

心
者
向
け
に
デ
ジ
タ
ル
化

の
利
便
性
を
実
感
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
少
人
数
制
の
４
種
類

の
講
座
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
２
年
間
を
経
て
講
座

内
容
の
見
直
し
を
検
討
し
、

市
民
同
士
の
学
び
あ
い
の

展
開
に
も
期
待
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
深
見
市
や
北
見
市
で

は
書
か
な
い
窓
口
を
始
め

て
お
り
、
住
所
や
名
前
を

何
度
も
書
く
必
要
が
な
い
。

本
市
の
シ
ス
テ
ム
は
。

答
　
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
の
「
ら
く

ら
く
窓
口
証
明
書
交
付
サ

ー
ビ
ス
」 

を
導
入
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
設
置
の
端
末
と

同
じ
操
作
感
で
、
お
待
た

せ
す
る
こ
と
な
く
、
交
付

作
業
を
行
え
ま
す
。

問
　
進
学
す
る
に
つ
れ
、

必
要
な
物
が
増
え
て
生
活

が
厳
し
い
と
、
多
く
の
人

が
嘆
い
て
お
ら
れ
る
。
児

童
手
当
は
、
18
歳
ま
で
の

拡
充
や
所
得
制
限
の
撤
廃

を
目
指
す
べ
き
で
は
。

答
　
市
で
は
、
子
育
て
に

か
か
る
費
用
の
一
部
を
補

い
、
子
ど
も
の
育
ち
を
支

援
す
る
た
め
、
中
学
校
３

年
生
修
了
ま
で
児
童
手
当

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ご
指
摘
の
18
歳

ま
で
の
対
象
年
齢
拡
充
や

所
得
制
限
撤
廃
は
、
国
で

の
議
論
を
注
視
し
て
い
き

ま
す
。

問
　
高
校
や
幼
保
の
無
償

化
が
進
ん
で
い
る
が
、
０

歳
か
ら
２
歳
児
は
支
援
が

薄
い
空
白
地
帯
だ
。
県
内

の
子
育
て
を
リ
ー
ド
す
る

本
市
は
、
０
歳
か
ら
２
歳

児
の
幼
保
無
償
化
・
所
得

制
限
撤
廃
が
必
要
で
は
。

答
　
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で

の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

保
育
料
は
、
国
の
制
度
に

よ
り
無
償
化
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
独
自
施
策
と
し

て
、
第
２
子
以
降
の
保
育

料
軽
減
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で

の
第
２
子
以
降
の
子
ど
も

を
対
象
に
、
保
育
料
の
全

額
ま
た
は
実
費
相
当
額
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
現
時
点

で
無
償
化
の
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。
保
護
者
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
考
え
方
を

尊
重
し
、
入
園
を
望
む
家

庭
の
希
望
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

問
　
道
の
駅
「
近
江
母
の

郷さ
と

」
ト
イ
レ
の
改
修
は
進

ん
で
い
る
の
か
。

答
　
同
施
設
は
、
県
所
有

の
施
設
で
す
。
５
年
度
に

便
器
の
洋
式
化
な
ど
利
便

性
の
向
上
を
図
る
改
修
工

事
を
行
う
予
定
で
あ
る
と

確
認
し
て
い
ま
す
。

児
童
手
当
に
つ
い
て

な
ぜ
自
治
体
に
Ｄ
Ｘ
が

必
要
な
の
か

ト
イ
レ
の
整
備
は
︑

進
ん
で
い
る
の
か

録画配信
はこちら
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 ○本市の環境基本計画における環境こだわり農業・
環境保全型農業（特に水稲栽培）の推進について

 ○旧常喜医院の整備および
今後の利活用の方針について

𠮷田　周一郎　議員

問
　
環
境
基
本
計
画
に
お

け
る
環
境
こ
だ
わ
り
農
業

の
位
置
付
け
は
。

答
　
行
政
が
取
り
組
む
施

策
の
一
つ
と
し
て
、
環
境

こ
だ
わ
り
農
業
を
推
進
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

問
　
県
内
の
水
稲
栽
培
面

積
に
対
す
る
環
境
こ
だ
わ

り
栽
培
面
積
は
約
44
％
で
、

本
市
で
そ
の
比
率
は
約
12

％
と
低
い
。
環
境
こ
だ
わ

り
栽
培
面
積
の
減
少
傾
向

の
要
因
は
何
か
。

答
　
３
年
度
の
取
り
組
み

面
積
は
約
１
６
７
㌶
で
、

元
年
度
と
比
較
す
る
と
約

21
㌶
、
割
合
は
１
㌽
減
少

し
て
い
ま
す
。
通
常
の
栽

培
と
比
べ
て
収
量
や
品
質

が
不
安
定
な
場
合
が
あ
る

こ
と
や
、
農
薬
の
制
限
に

よ
り
草
刈
り
等
の
作
業
手

間
が
増
え
る
た
め
、
高
齢

化
す
る
生
産
者
の
負
担
に

な
っ
て
い
る
こ
と
等
が
減

少
要
因
の
一
つ
で
す
。
販

売
に
お
い
て
は
、
一
般
の

水
稲
と
同
程
度
の
価
格
で

あ
る
こ
と
も
減
少
要
因
の

一
つ
で
す
。

問
　
市
は
栽
培
面
積
を
増

や
す
た
め
の
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

答
　
肥
料
代
等
の
割
り
増

し
経
費
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
農
業
生
産
活
動
の
勉

強
会
を
行
い
、
環
境
こ
だ

わ
り
水
稲
に
関
す
る
認
知

度
の
向
上
や
、
農
薬
と
化

学
肥
料
の
低
減
に
つ
い
て

生
産
者
の
理
解
を
促
し
て

い
き
ま
す
。

問
　
普
及
拡
大
の
た
め
に
、

市
の
積
極
的
な
か
か
わ
り

が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
　
農
政
商
工
課
で
所
管

す
る
会
議
の
場
や
、
市
の

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活

用
し
て
、
広
く
環
境
こ
だ

わ
り
農
業
を
広
報
し
て
い

き
ま
す
。

問
　
普
及
拡
大
を
図
る
た

め
に
、
環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
払
い
交
付
金
の
上

乗
せ
は
。

答
　
交
付
金
の
制
度
上
、

交
付
単
価
や
負
担
割
合
が

国
に
よ
り
決
め
ら
れ
て
お

り
、
独
自
の
上
乗
せ
は
難

し
い
と
考
え
ま
す
。

問
　
文
化
財
と
し
て
の
価

値
や
評
価
は
。

答
　
江
戸
時
代
か
ら
地
域

医
療
を
支
え
て
き
た
医
院

の
屋
敷
構
え
が
残
る
価
値

あ
る
文
化
財
と
し
て
、
国

の
登
録
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

問
　
改
修
・
整
備
の
方
針

は
。

答
　
建
物
は
耐
震
基
準
を

満
た
さ
な
い
箇
所
の
耐
震

補
強
や
損
傷
箇
所
の
修
復

工
事
等
を
行
い
ま
す
。
庭

園
整
備
は
和
風
庭
園
と
し

て
、
建
物
と
同
時
に
整
備

を
行
い
ま
す
。

問
　
公
開
方
法
や
他
の
施

設
と
の
連
携
は
。

答
　
本
市
に
訪
れ
た
人
々

の
お
も
て
な
し
の
場
、
あ

る
い
は
市
民
や
来
訪
者
の

交
流
の
場
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。
　

各
施
設
を
め
ぐ
る
探
訪
ル

ー
ト
の
設
定
や
マ
ッ
プ
等

を
作
成
し
、
情
報
発
信
に

努
め
ま
す
。

問
　
管
理
運
営
の
方
法
は
。

答
　
当
面
、
管
理
は
市
で

行
い
、
常
時
開
館
で
は
な

く
市
の
事
業
で
の
活
用
を

基
本
と
し
ま
す
。
地
域
の

利
用
や
予
約
に
よ
る
見
学
、

市
内
の
小
中
学
校
の
校
外

学
習
な
ど
の
活
用
を
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の

施
設
に
合
っ
た
望
ま
し
い

管
理
運
営
方
法
の
在
り
方

を
検
討
し
ま
す
。

問
　
季
節
に
見
合
っ
た
イ

ベ
ン
ト
や
催
事
が
見
込
ま

れ
る
が
、
盆
梅
展
の
開
催

は
。

答
　
季
節
・
四
季
に
応
じ

た
催
事
が
展
開
で
き
る
と

感
触
を
得
て
い
ま
す
。
盆

梅
展
に
つ
い
て
は
、
庭
園

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
マ
ッ

チ
し
て
、
施
設
の
価
値
や

魅
力
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ

と
か
ら
、
地
域
の
愛
好
家

の
皆
さ
ん
に
相
談
し
、
幅

広
い
活
用
の
場
と
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

環
境
こ
だ
わ
り
農
業
に

つ
い
て

旧
常
喜
医
院
の
整
備

お
よ
び
利
活
用
に
つ
い
て

録画配信
はこちら

旧常喜医院（2023年３月撮影）
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 ○産前・出産・産後の支援について

振角　大祐　議員

問
　
市
に
と
っ
て
、﹃
切

れ
目
の
な
い
支
援
﹄ 

と
は
。

答
　
母
子
健
康
手
帳
の
交

付
時
に
、
保
健
師
や
管
理

栄
養
士
に
よ
る
面
接
で
妊

娠
さ
れ
て
い
る
人
の
状
態

を
把
握
し
、
必
要
な
と
き

に
、
産
科
医
療
機
関
と
連

携
し
て
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
新
生
児
訪
問
、 

乳
幼
児
健
診
、
７
カ
月
児

離
乳
食
教
室
、
育
児
相
談

な
ど
の
事
業
を
通
し
て
、

継
続
支
援
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
、 

乳
幼
児
健
診
は
、

３
歳
半
ま
で
の
期
間
に
５

回
実
施
す
る
も
の
で
す
が
、

３
年
度
の
受
診
率
は
い
ず

れ
も
96
％
以
上
で
あ
り
、

未
受
診
の
人
に
は
訪
問
や

面
接
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
母
子

保
健
事
業
の
結
果
、
さ
ら

な
る
継
続
支
援
が
必
要
と

な
っ
た
、
延
べ
１
８
９
人

に
対
し
、
お
よ
そ
２
７
０

回
の
訪
問
指
導
を
実
施
し
、

必
要
に
応
じ
て
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
保
育
士
や
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
、
就
園
・
就
学

後
も
見
据
え
た
支
援
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

問
　
市
に
お
け
る
産
前
ケ

ア
の
現
状
は
。

答
　
産
前
の
妊
婦
に
は
、

ま
ず
、
妊
娠
届
時
ア
ン
ケ

ー
ト
を
活
用
し
、
妊
娠
中

や
出
産
後
の
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
必
要

な
人
に
保
健
指
導
や
栄
養

指
導
な
ど
の
専
門
的
な
個

別
支
援
を
実
施
す
る
ほ
か
、

希
望
さ
れ
る
人
に
は
個
別

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、 

本
年
度
、 

新

た
に
子
育
て
応
援
ガ
イ
ド

別
冊
と
し
て
、
助
産
師
配

置
施
設
を
紹
介
す
る
冊
子

を
作
成
し
、
出
産
準
備
に

役
立
つ
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問
　
市
に
お
け
る
出
産
施

設
の
現
状
は
。

答
　
医
師
不
足
や
少
子
高

齢
化
な
ど
か
ら
、
湖
北
・

湖
東
圏
域
に
お
い
て
産
科

医
療
機
関
が
減
少
し
て
い

る
昨
今
、
本
市
に
分ぶ

ん

娩べ
ん

施

設
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
分
娩
施
設
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
産
婦
人

科
医
療
施
設
が
２
カ
所
、

助
産
所
が
１
カ
所
、
市
内

で
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
市
に
お
け
る
産
後
ケ

ア
を
行
う
施
設
の
現
状
は
。

答
　
産
後
ケ
ア
事
業
は
、

県
産
後
ケ
ア
事
業
実
施
施

設
基
準
を
満
た
し
て
い
る
、

近
隣
市
に
所
在
す
る
４
施

設
へ
委
託
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
市
内
に
は
、
現

時
点
で
は
、
県
産
後
ケ
ア

事
業
実
施
登
録
施
設
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
　「
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
育
て
ら
れ
る
ま

ち
」へ
。

答
　
出
産
期
を
取
り
巻
く

環
境
に
つ
い
て
、
市
内
に

分ぶ
ん

娩べ
ん

施
設
や
産
後
ケ
ア
事

業
実
施
施
設
が
な
い
な
ど
、

医
療
的
資
源
の
地
域
的
偏

在
は
課
題
で
す
。
一
方
で
、

産
婦
人
科
医
療
施
設
や
助

産
所
が
開
設
さ
れ
る
な
ど
、

新
し
い
命
の
誕
生
へ
の
支

援
と
し
て
、
大
き
く
寄
与

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
本
年
２
月
に
開
始
し
た

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業

は
、こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス・ 

連
携
を
さ
ら
に
強
化
す
る

も
の
と
し
て
取
り
組
む
も

の
で
す
。
子
育
て
世
帯
、

支
援
者
、 

地
域
社
会
、 

そ

し
て
行
政
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
し
、
子

育
て
世
帯
が
地
域
社
会
の

中
で
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

市
に
と
っ
て
﹁
切
れ
目

の
な
い
支
援
﹂
と
は

安
心
し
て
子
ど
も
を

生
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち

録画配信
はこちら
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問
　
そ
の
認
識
は
。

答
　
５
年
度
の
税
率
は
、

県
に
よ
る
剰
余
金
の
活
用

と
合
わ
せ
て
、
本
市
で
基

金
を
活
用
す
る
こ
と
で
引

き
上
げ
幅
を
抑
制
し
つ
つ
、

段
階
的
に
引
き
上
げ
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
県
全
体
の
統
一
化
は

必
要
か
。

答
　
保
険
給
付
は
共
通
で

す
が
、
保
険
料
は
市
町
間

で
異
な
る
た
め
、
不
公
平

感
も
あ
り
、
県
全
体
の
統

一
化
が
必
要
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

問
　
県
が
財
政
支
出
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
　
県
に
は
、
５
年
度
に

策
定
予
定
の
第
３
期
運
営

方
針
に
向
け
て
は
、
激
変

緩
和
を
実
施
す
る
予
定
は

無
い
旨
、
確
認
し
て
い
ま

す
。

　
本
市
と
し
て
は
、
可
能

な
限
り
標
準
保
険
料
率
に

激
変
が
生
じ
な
い
よ
う
、

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
検
討
結
果
は
。

答
　
国
の
基
準
を
超
え
て

独
自
に
一
律
の
保
険
料
軽

減
を
条
例
で
定
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い

る
た
め
、
市
独
自
で
18
歳

以
下
の
子
ど
も
に
係
る
均

等
割
負
担
を
な
く
す
た
め
、

国
保
子
育
て
世
帯
応
援
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

問
　
現
状
は
。

答
　
本
市
の
国
民
健
康
保

険
の
保
険
証
利
用
登
録
者

数
は
、
令
和
５
年
１
月
15

日
現
在
で
３
３
１
４
人
で

あ
り
、
全
被
保
険
者
数
の

47
・
13
％
で
す
。

問
　
市
内
医
療
機
関
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使

え
る
割
合
は
。

答
　
令
和
５
年
２
月
12
日

現
在
で
は
、
医
科
が
７
施

設
、歯
科
が
５
施
設
、薬
局

が
７
施
設
の
計
19
施
設
で
、

割
合
に
つ
い
て
は
41
・
３

％
で
す
。

問
　
忘
れ
た
場
合
は
。

答
　
医
療
機
関
設
置
の
顔

認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
か
ざ
し
、
顔
認
証
で

利
用
で
き
ま
す
。
パ
ス
ワ

ー
ド
を
忘
れ
た
場
合
は
、

本
庁
舎
な
ど
の
窓
口
で
、

再
設
定
で
き
ま
す
。

問
　
紛
失
の
場
合
の
診
察

や
悪
用
は
。

答
　
パ
ス
ワ
ー
ド
を
知
ら

な
け
れ
ば
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
カ
ー
ド
に

付
帯
す
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の

情
報
を
無
理
や
り
読
み
込

も
う
と
す
れ
ば
、
チ
ッ
プ

が
自
動
的
に
壊
れ
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

悪
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
な
お
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
再
発
行
は
、

通
常
、
約
１
カ
月
程
度
の

期
間
を
要
し
ま
す
が
、
国

で
短
縮
の
検
討
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

問
　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

可
能
性
は
。

答
　
国
の
規
制
改
革
実
施

計
画
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
指
針
の
見
直
し
や
公

民
館
等
の
身
近
な
場
所
で

の
受
診
の
必
要
性
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
の
受
診
が
可
能
な

場
所
や
条
件
、
課
題
を
整

理
・
検
討
し
結
論
を
示
す

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 ○市国保の現状と県国保運営方針
 ○マイナンバーカードを保険証とすることの是非
 ○オンライン診療・巡回診療の可能性

藤田　正雄　議員

市
の
国
保
税
︑
引
上
げ

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

県
内
保
険
料
の
統
一
を

進
め
る
こ
と
は
必
要
か

県
で
も
﹁
子
ど
も
均
等

割
﹂
の
検
討
が
掲
げ
ら

れ
た
が

第
３
期
に
お
い
て
は

県
の
激
変
緩
和
措
置
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

へ
の
保
険
証
紐
づ
け

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
パ
ス
ワ
ー
ド
の
管
理

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
・

巡
回
診
療
の
可
能
性

録画配信
はこちら

長野県伊那市のモバイルクリニック事業
医師の乗らない診療車

（出典：長野県伊那市公式ウェブサイト）
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 ○河川内の草木・雑草の除去対策
 ○本市の少子化対策について

鹿取　和幸　議員

問
　
草
木
・
雑
草
等
の
除

去
状
況
は
。

答
　
１
級
河
川
の
草
木
の

繁
茂
状
況
は
、
毎
年
の
自

治
会
要
望
で
把
握
し
、
河

川
管
理
者
の
県
に
対
し
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

等
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル

や
通
報
に
よ
り
河
川
管
理

上
支
障
と
な
る
よ
う
な
竹

木
の
状
況
は
把
握
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
雑
草
は
竹

木
に
比
べ
治
水
へ
の
影
響

が
低
く
、
広
大
な
河
川
区

域
で
、
日
々
状
況
が
変
わ

る
繁
茂
状
況
を
全
て
把
握

す
る
こ
と
は
困
難
と
聞
い

て
い
ま
す
。

問
　
美
し
い
河
川
に
す
る

た
め
の
市
の
取
り
組
み
は
。

答
　
河
川
管
理
者
の
県
か

ら
委
託
を
受
け
、
川
を
美

し
く
保
ち
、
清
ら
か
な
水

の
流
れ
と
緑
の
あ
る
水
辺

の
景
観
保
全
の
た
め
、
自

治
会
等
に
河
川
愛
護
活
動

を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
自

治
会
か
ら
は
、

住
民
の
高
齢
化

で
河
川
愛
護
活

動
が
継
続
困
難

と
の
意
見
も
あ

り
ま
す
の
で
、

自
治
会
や
地
域

住
民
か
ら
の
声

を
聴
き
、
今
後

の
河
川
管
理
の

在
り
方
を
県
と

協
議
検
討
し
ま
す
。
た
だ

し
、
環
境
美
化
を
目
的
に

広
大
な
河
川
区
域
全
て
を

除
草
す
る
こ
と
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
県
で
は
２
年
度

か
ら
６
年
度
ま
で
の
５
カ

年
で
、
緊
急
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

推
進
事

業
を
活
用
し
て
一
級
河
川

の
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

や
竹
木
伐
採
を
進

め
て
お
り
、
来
年
度
も
黒

田
川
な
ど
の
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
県
に
対
し
、
良

好
な
河
川
管
理
に
努
め
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

問
　
本
市
の
少
子
化
対
策

の
課
題
は
何
か
。

答
　
少
子
化
の
要
因
は
多

岐
に
わ
た
り
、
価
値
観
の

多
様
化
、
就
労
環
境
の
変

化
、
経
済
的
理
由
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
合
的

に
重
な
り
合
い
、
簡
単
に

そ
の
糸
口
が
見
い
だ
せ
な

い
と
こ
ろ
に
、
こ
の
問
題

の
深
刻
さ
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
の
全
国
の
出

生
数
は
、
お
よ
そ
81
万
人

と
過
去
最
少
を
更
新
し
た

と
の
こ
と
で
、
少
子
化
の

流
れ
は
加
速
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
出
生
数
も
、
全

体
と
し
て
減
少
傾
向
で
す
。

　
少
子
化
は
、「
待
っ
た

な
し
の
課
題
」
と
考
え
て

お
り
、
市
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
地
域
社
会
全
体

で
子
育
て
を
応
援
す
る
施

策
へ
の
転
換
を
図
り
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
ま
ち
と
し
て
選

ば
れ
る
環
境
づ
く
り
に
、

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
本
市
の
少
子
化
対
策

の
力
点
は
。

答
　
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
を
目
指
し
て
、
出
会
い

か
ら
結
婚
、 

妊
娠
、 

出
産
、

子
育
て
ま
で
、
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

　
５
年
度
は
、
中
学
生
ま

で
と
し
て
い
た
入
院
費
を

含
む
医
療
費
無
料
化
の
対

象
年
齢
を
拡
大
し
、
18
歳

ま
で
を
無
料
と
す
る
ほ
か
、

中
学
校
生
活
を
支
援
す
る

制
度
と
、
定
住
促
進
を
目

的
と
し
た
給
付
型
奨
学
金

制
度
の
所
得
制
限
の
撤
廃

な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

社
会
全
体
で
子
育
て
を
支

援
す
る
環
境
を
と
と
の
え
、

ま
ち
の
成
長
に
つ
な
が
る

Ｄ
Ｘ
戦
略
や
観
光
、
移
住

定
住
施
策
な
ど
の
分
野
に

も
力
を
入
れ
な
が
ら
、
包

括
的
に
対
策
を
講
じ
て
い

き
ま
す
。

河
川
内
の
草
木
・
雑
草

の
除
去
対
策

本
市
の
少
子
化
対
策

録画配信
はこちら

天野川の状況（令和５年2月撮影）

河川浚
しゅんせつ

渫とは
河川環境の保全と疎通能力の回復の
ために、河道内の土砂や樹木等を除
去・伐採すること。
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〇鴨の里盆梅展の運営について
 ○水道広域化プラン等広域連携について

矢野　邦昭　議員

問
　
昭
和
57
年
、
堀
田
克

己
会
長
を
中
心
に
、「
花

の
香
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
盆
梅
愛

好
会
が
発
足
し
、
山
東
公

民
館
を
会
場
に
盆
梅
展
が

開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

会
員
が
盆
梅
の
研
修
研
究

を
重
ね
、
慶
雲
館
か
ら
の

出
展
要
望
に
も
応
え
て
こ

ら
れ
た
。
先
日
も
愛
知
県

愛
西
市
か
ら
バ
ス
で
来
ら

れ
た
人
た
ち
が
、
長
浜
よ

り
い
い
ね
と
褒
め
て
帰
ら

れ
た
と
聞
い
て
い
る
（
写

真
１
）。
こ
の
鴨
の
里
盆

梅
展
入
場
者
は
、
平
成
13

年
度
に
は
５
万
5
千
人
だ

っ
た
が
、
現
在
で
は
８
千

人
を
割
り
込
ん
で
い
る
。

そ
の
要
因
は
︙
。
以
前
の

よ
う
に
バ
ス
観
光
を
呼
び

込
む
努
力
も
必
要
で
は
な

い
の
か
。

　
長
浜
の
盆
梅
展
は
、
ニ

ュ
ー
ス
性
や
話
題
性
の
高

い
企
画
を
さ
れ
て
お
り
、

近
年
は
著
名
な
米
原
市
の

切
り
絵
作
家
と
の
コ
ラ
ボ

が
観
光
客
を
ひ
き
つ
け
て

い
る
。
今
年
は
大
き
な
こ

い
に
ウ
サ
ギ
の
切
り
絵
が

見
事
だ
っ
た
（
写
真
２
）。

本
市
に
も
、
伊
吹
高
校
の

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

大
橋
丈
夫
氏
の
光
の
芸
術

が
あ
る
で
は
な
い
か
。
な

ぜ
鑑
賞
に
終
わ
り
、
呼
び

込
む
企
画
が
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

答
　
指
定
管
理
者
で
、
琴

の
演
奏
や
お
茶
席
、
お
も

と
展
の
同
時
開
催
な
ど
努

力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
入

場
者
数
の
減
少
傾
向
は
、

全
国
的
な
観
光
の
ト
レ
ン

ド
や
観
光
客
の
盆
梅
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
の
変
化
が
影

響
し
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
運
営
事
業
者
か
ら
、

盆
梅
展
の
運
営
主
体
を
終

え
た
い
と
の
話
が
出
て
い

る
。
市
は
、
盆
梅
展
開
催

を
運
営
権
授
与
の
際
の
条

件
に
入
れ
な
か
っ
た
の
か
。

答
　
運
営
権
事
業
は
、
運

営
事
業
者
が
サ
ー
ビ
ス
内

容
を
考
え
る
制
度
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
個
別
の
事
業

を
規
定
す
る
こ
と
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
契
約
後
、
運

営
事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ

た
事
業
計
画
に
は
、
盆
梅

展
の
開
催
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
　
10
年
間
の
事
業
計
画

で
提
案
さ
れ
て
き
た
盆
梅

展
は
継
続
さ
せ
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

答
　
制
度
上
、
計
画
変
更

や
提
案
に
対
す
る
協
議
に

は
柔
軟
に
応
じ
、
判
断
し

ま
す
。
盆
梅
展
の
運
営
主

体
を
続
け
て
い
た
だ
く
か

ど
う
か
は
、 

今
後
、 

検
討

し
ま
す
。

問
　
春
の
風
物
詩
で
あ
る

盆
梅
展
は
、 

観
光
振
興
、

地
域
の
活
性
化
に
と
っ
て
、

重
要
な
資
源
で
あ
り
、
市

が
継
続
し
て
い
く
べ
き
だ

が
、 

対
応
策
は
。

答
　
運
営
事
業
者
か
ら
は
、

会
場
の
用
意
な
ど
可
能
な

範
囲
で
の
協
力
を
す
る
旨

を
聞
い
て
お
り
、
ど
の
よ

う
な
形
で
開
催
し
継
続
が

可
能
か
、 

市
、 

運
営
事
業

者
、
盆
梅
愛
好
会
の
皆
さ

ま
な
ど
、
関
係
者
と
も
協

議
し
な
が
ら
、
対
応
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
隣
接
す
る
長
浜
水
道

企
業
団
と
浄
水
場
の
相
互

利
用
、
職
員
の
体
制
の
確

保
な
ど
、
早
期
に
広
域
連

携
の
検
討
に
着
手
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

答
　
長
浜
水
道
企
業
団
と

は
、す
で
に
、災
害
時
の
応

急
給
水
な
ど
連
携
を
図
っ

て
い
ま
す
。
広
域
化
推
進

プ
ラ
ン
に
記
載
さ
れ
た

「
ゆ
る
や
か
な
広
域
連
携
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

連
携
を
図
る
こ
と
は
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鴨
の
里
盆
梅
展
の

運
営
に
つ
い
て

水
道
広
域
化
プ
ラ
ン
等

広
域
連
携
に
つ
い
て

録画配信
はこちら

写真１　鴨の里盆梅展

写真２　長浜盆梅展
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○新型コロナウイルス感染症の
５類への引き下げについて

○中学校の運動部活動の地域移行について
山口　久志　議員

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
区
分
が
、
５
類
に
引

き
下
が
る
こ
と
に
つ
い
て
、

本
市
は
今
後
ど
の
よ
う
な

準
備
を
し
て
い
く
の
か
。

答
　
今
後
５
類
に
引
き
下

が
る
こ
と
に
よ
り
、
内
容

に
変
更
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
国
や
県
の
動
向
を
注
視

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ

適
切
な
情
報
が
提
供
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
い
き
ま

す
。

問
　
５
類
引
き
下
げ
以
降
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
負

担
が
な
く
な
っ
た
場
合
、

本
市
と
し
て
ど
う
考
え
て

い
く
の
か
。

答
　
感
染
症
法
上
の
位
置

付
け
の
変
更
に
関
わ
ら
ず

予
防
接
種
法
に
基
づ
い
て
、

引
き
続
き
自
己
負
担
な
く

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

と
の
政
府
方
針
が
示
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
来
年
度
も

自
己
負
担
な
く
接
種
い
た

だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
３
月
13
日
か
ら
「
マ

ス
ク
着
用
は
個
人
の
判
断

が
基
本
」 
と
な
る
。
市
役

所
内
に
お
け
る
今
後
の
マ

ス
ク
着
用
に
つ
い
て
、
来

庁
者
お
よ
び
職
員
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
現

在
、
窓
口
に
設
置
し
て
い

る
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
、
取
り
外
す
予
定
が

あ
る
か
。

答
　
来
庁
者
の
マ
ス
ク
着

用
は
個
人
の
主
体
的
な
判

断
に
よ
る
も
の
と
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

職
員
の
マ
ス
ク
着
用
に
つ

い
て
は
会
話
を
し
な
い
場

合
を
除
き
、
重
症
化
リ
ス

ク
の
高
い
人
へ
の
対
応
や

感
染
拡
大
に
よ
り
業
務
継

続
に
支
障
が
な
い
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
マ
ス
ク
着

用
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
当
面

の
間
、
引
き
続
き
使
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
文
部
科
学
省
よ
り
小

中
学
校
の
卒
業
式
に
お
け

る
マ
ス
ク
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

が
示
さ
れ
た
が
当
市
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の

か
。

答
　
市
内
小
中
学
校
の
卒

業
式
は
、
文
部
科
学
省
か

ら
の
通
知
に
基
づ
い
て
執

り
行
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
心
に
残
る
感
動
的
な

卒
業
式
の
実
施
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

問
　
黙
食
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
つ

い
て
、
５
月
８
日
以
降
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

答
　
５
類
引
き
下
げ
に
伴

い
、感
染
状
況
に
応
じ
て
、

本
来
の
楽
し
い
給
食
の
時

間
に
な
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
　
マ
ス
ク
着
用
の
対
象

と
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

に
つ
い
て
の
対
応
は
ど
う

か
。

答
　
市
内
認
定
こ
ど
も
園

・
保
育
所
等
に
お
い
て
は

３
月
13
日
か
ら
、
市
内
小

中
学
校
に
お
い
て
は
４
月

１
日
か
ら
マ
ス
ク
着
用
は

求
め
な
い
こ
と
を
基
本
と

し
ま
す
。

問
　
中
学
校
の
運
動
部
活

動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

今
後
の
方
針
を
伺
う
。

答
　
米
原
市
ら
し
い
部
活

動
の
在
り
方
検
討
を
進
め
、

６
年
度
中
を
目
途
に
方
針

等
を
策
定
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
　
休
日
に
部
活
動
の
指

導
を
望
む
教
職
員
の
今
後

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
兼
職
兼
業
の
許
可
を

得
て
指
導
を
行
え
る
よ
う

に
す
る
な
ど
、
十
分
に
考

慮
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

５
類
引
き
下
げ
に
つ
い

て

運
動
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て

録画配信
はこちら

厚生労働省啓発資料
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○みんなのコイン、
デジタル地域コミュニティ通貨「ビワコ」の普及

○ウェルビーイングな暮らしの向上
中川　雅史　議員

問
　「
ビ
ワ
コ
」の
認
知
度

は
。

答
　
県
が
昨
年
７
月
か
ら

開
始
し
、
利
用
者
数
は
約

４
６
０
０
人
、
内
８
割
が

県
民
で
す
。
や
り
と
り
で

き
る
お
店
や
企
業
な
ど
の

ス
ポ
ッ
ト
は
県
内
３
２
６

カ
所
で
す
。

問
　
普
及
活
動
は
。

答
　
県
で
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）、 

新
聞
雑
誌
等
の
各

種
メ
デ
ィ
ア
へ
掲
載
、
加

盟
企
業
と
も
連
携
し
、
普

及
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

問
　
県
や
近
隣
市
町
と
の

協
力
は
。

答
　
市
民
の
利
用
登
録
や

お
店
等
の
加
盟
ス
ポ
ッ
ト

登
録
は
随
時
可
能
で
す
。

県
は
４
年
度
に
県
内
３
市

町
を
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、

エ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
配
置
し
、
登
録
ス
ポ

ッ
ト
開
拓
や
体
験
内
容
の

ア
ド
バ
イ
ス
等
の
普
及
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
モ

デ
ル
地
域
の
長
浜
市
と
の

湖
北
一
体
で
の
取
り
組
み

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　「
ビ
ワ
コ
」の
活
用
に

向
け
今
後
の
展
開
は
。

答
　
県
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
、
地
域
で

の
新
た
な
つ
な
が
り
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活

性
化
等
を
目
指
す
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
域
で
の
助

け
合
い
や
あ
り
が
と
う
な

ど
の
気
持
ち
を
可
視
化
で

き
る
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用

し
た
新
し
い
取
り
組
み
で

あ
り
、
今
後
の
普
及
活
動

等
を
注
視
し
な
が
ら
市
と

し
て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

に
つ
い
て
、 

市
の
見
解
は
。

答
　
１
９
４
６
年
、
世
界

保
健
機
関
設
立
時
の
憲
章

で
定
義
さ
れ
ま
し
た
。
人

の
幸
福
、 

健
康
、 

福
祉
な

ど
幅
広
い
点
で
心
も
身
体

も
社
会
的
に
も
満
た
さ
れ

た 

「
幸
せ
を
実
感
」 

で
き

て
い
る
状
態
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

問
　
幸
福
度
の
調
査
は
実

施
し
て
い
る
か
。

答
　
市
民
意
識
調
査
で
各

施
策
の
満
足
度
は
把
握
し

て
い
ま
す
が
、
市
民
の
幸

福
度
の
調
査
は
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
。

問
　
福
祉
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
視
点
を
取
り
込

む
こ
と
は
。

答
　
ま
い
ば
ら
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
で
は
、
地

域
で
一
人
一
人
が
さ
ま
ざ

ま
な
人
や
社
会
と
つ
な
が

り
、
自
分
ら
し
く
生
活
す

る
こ
と
が
で
き
る
地
域
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
お
り
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
が
目
指
す
幸
せ
の
実

感
と
類
似
し
て
い
ま
す
。

福
祉
に
お
け
る
幸
せ
の
実

感
は
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
通
じ
て
醸
成
さ

れ
る
も
の
と
考
え
、
地
域

住
民
が
相
互
に
人
格
と
個

性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、

参
加
し
共
生
す
る
地
域
社

会
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

問
　
福
祉
以
外
の
政
策
や

働
き
方
へ
の
取
り
込
み
は
。

答
　
本
市
の
総
合
計
画
で

は
、ま
ち
の
将
来
像
を「
と

も
に
つ
な
が
り
　
と
も
に

創
る
　
住
み
よ
さ
実
感
　

米
原
市
」と
し
て
い
ま
す
。

市
民
一
人
一
人
に
「
住
み

よ
さ
実
感
」
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の 

「
幸
せ
の
実
感
」 

に
包
含
さ
れ
る
も
の
と
捉

え
、
同
じ
方
向
を
目
指
す

大
切
な
も
の
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
総
合
計
画
に
あ
る

６
つ
の
基
本
目
標
に
基
づ

く
施
策
を
し
っ
か
り
と
展

開
す
る
こ
と
で
「
住
み
よ

さ
実
感
　
米
原
市
」
を
目

指
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

﹁
ビ
ワ
コ
﹂
の
普
及

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の向

上

録画配信
はこちら

「ビワコ」は、地元の魅力を再発見し、
訪れる人と地域を繋げるデジタル通貨です。
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○電力の安定購入について

礒谷　晃　議員

問
　
令
和
４
年
第
３
回
定

例
会
で
、
訴
え
の
提
起
議

案
が
可
決
さ
れ
た
。(

株)
ウ
エ
ス
ト
電
力
を
相
手
方

と
し
、
公
共
施
設
８
カ
所

へ
の
電
力
供
給
契
約
不
履

行
に
よ
る
損
害
賠
償
の
請

求
に
関
す
る
内
容
で
、
議

決
日
か
ら
５
カ
月
た
つ
が
、

そ
の
後
の
経
過
は
。

答
　(

株)

ウ
エ
ス
ト
電
力

の
事
情
で
、
契
約
の
履
行

が
不
可
能
と
判
断
し
、
令

和
４
年
４
月
末
で
契
約
を

解
除
し
た
た
め
、
契
約
ど

お
り
の
電
力
供
給
を
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
関
西
電
力
送

配
電（
株
）か
ら
、
最
終
保

障
契
約
に
よ
り
割
高
の
電

力
の
供
給
を
受
け
た
た
め
、

そ
の
差
額
分
を
損
害
賠
償

額
と
し
て
相
手
方
に
求
め

る
も
の
で
す
。

　
訴
え
の
提
起
ま
で
に
違

約
金
の
支
払
い
は
あ
り
、

残
る
損
害
賠
償
金
の
協
議

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

和
解
金
額
と
市
が
被
っ
た

損
害
賠
償
額
に
は
相
当
の

開
き
が
あ
り
、
訴
え
の
提

起
の
議
決
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
議
決
後
も
訴
訟
の
準
備

と
並
行
し
交
渉
を
続
け

ま
し
た
が
、 

和
解
金
額
は
、

他
自
治
体
と
同
じ
で
、
今

後
も
上
積
み
は
で
き
な
い

と
の
主
張
を
崩
さ
な
い
た

め
、
和
解
を
受
け
る
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
た
め
顧
問
弁
護
士

と
協
議
を
重
ね
、
準
備
書

面
等
が
と
と
の
う
３
月
上

旬
に
訴
訟
提
起
を
行
う
予

定
で
す
。

問
　
野
洲
市
は
、
電
力
供

給
に
関
し
本
市
同
様
の
契

約
不
履
行
が
あ
っ
た(

株)

ウ
エ
ス
ト
電
力
と
、
違
約

金
を
含
む
損
害
賠
償
金

２
３
０
０
万
円
を
支
払
う

こ
と
で
和
解
し
た
と
新
聞

報
道
が
あ
っ
た
。

　
訴
訟
に
耐
え
う
る
資
金

力
が
あ
る
か
な
ど
、
相
手

方
の
体
力
状
況
を
ど
の
よ

う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

答
　
和
解
申
し
出
時
に
提

示
さ
れ
た
財
務
状
況
の
資

料
に
よ
れ
ば
、 

令
和
４
年

８
月
末
現
在
で
約
７
億
４

千
万
円
の
債
務
超
過
状
態

で
す
。
さ
ら
に
相
手
方
の

親
会
社
は
、
子
会
社
の
電

力
小
売
業
か
ら
の
撤
退
に

よ
る
訴
訟
や
和
解
等
に
よ

り
見
込
ま
れ
る
損
失
に
つ

い
て
、
電
力
事
業
撤
退
損

失
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

問
　
本
件
を
巡
っ
て
は
、

訴
訟
、
和
解
と
自
治
体
間

で
対
応
が
分
か
れ
て
い
る
。

損
害
賠
償
の
訴
え
を
議
会

が
議
決
し
た
か
ら
、
請
求

額
満
額
を
勝
ち
取
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の

は
誤
り
で
、
何
が
ベ
ス
ト

か
と
い
う
こ
と
を
重
視
す

べ
き
だ
。

　
ま
た
、
現
時
点
で
訴
訟

を
提
起
で
き
て
お
ら
ず
、

対
応
が
遅
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

　
相
手
方
の
会
社
更
生
法

適
用
な
ど
、
最
悪
の
事
態

も
想
定
さ
れ
る
が
今
後
の

対
応
は
。

答
　
相
手
方
と
和
解
金
額

の
交
渉
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
市
の
主
張
は
聞
き

入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
訴
訟
は
、
相
手
方
の

契
約
不
履
行
に
よ
り
発
生

し
た
損
害
に
対
し
、
契
約

内
容
に
基
づ
き
責
任
の
所

在
と
賠
償
を
求
め
る
も
の

で
あ
り
、
協
議
で
は
合
意

に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
司
法
の
判
断
を
仰
ぎ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
顧
問

弁
護
士
や
議
員
の
皆
さ
ま

に
も
相
談
し
な
が
ら
、
慎

重
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

損
害
賠
償
請
求に

つ
い
て

相
手
企
業
の

  

資
金
力
の
状
況
を

把
握
し
て
い
る
の
か

訴
訟
︑
和
解
と

自
治
体
間
で
分
か
れ
る

対
応
に
つ
い
て

録画配信
はこちら

電気料金の仕組みとは
自由料金は、電力会社が自由に決められる電気料金
のこと。燃料費の高騰や下落により価格が変動しや
すい特徴がある（オール電化は自由料金。ご注意！）。
参入企業が多いため競争も厳しく、採算がとれない
企業も発生している。規制料金は、価格変更に国の
認可が必要で、大手電力会社が提供している。
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先
シ
ー
ズ
ン
の
こ
と
を
思
え
ば
、ど
う
い
う
わ
け
か
今
シ
ー
ズ
ン
は
、市
内

の
降
雪
量
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
と
言
う
が
、
私

は
中
型
の
除
雪
機
を
購
入
し
て
万
全
の
体
制
で
待
ち
構
え
て
い
た
が
、
見
事

に
一
度
も
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
こ
と
な
く
片
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
ん

か
モ
ヤ
モ
ヤ
す
る
。
だ
け
ど
こ
れ
で
良
か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
。

　
だ
が
、
こ
れ
だ
け
降
雪
量
が
少
な
い
と
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
影
響
は
出

る
と
思
い
ま
す
。
田
ん
ぼ
の
水
に
困
っ
た
り
、
夏
場
は
琵
琶
湖
の
水
も
不
足

し
た
り
す
る
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
世
界
情
勢
で
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
か
ら
１
年
以
上
が
経
ち
、
罪
の
な
い
た
く
さ
ん
の
人
々
が
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
、
自
宅
を
失
い
水
や
食
料
の
供
給
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
ま
た
ト
ル

コ
、
シ
リ
ア
で
も
地
震
に
よ
り
人
々
の
生
活
は
一
変
し
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ

の
地
震
大
国
、
日
本
で
は
将
来
的
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
予
測
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
こ
そ
、
そ
の
よ
う
な
有
事
に
備
え
て
避
難
用
具
等
の
点
検
を
行
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

（
山
本
克
巳
）

委 員 長　鹿取　和幸
副委員長　山口　久志
委 員　振角　大祐
委 員　藤田　正雄
委 員　中川　雅史
委 員　山本　克巳

編
集
後
記

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

次回  令和５年第２回（６月） 定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

5
開会・
予算委員会

6 7 8
一般質問

9
一般質問

10

11 12
健康福祉教育
委員会・
予算分科会

13
健康福祉教育
委員会・
予算分科会

14 15 16
総務産業建設
委員会・
予算分科会

17

18 19
総務産業建設
委員会・
予算分科会

20 21 22 23 24

25 26
予算委員会

27
議会運営
委員会

28
閉会日

【開会予定時刻】　開会日：10：00、
一般質問・委員会：9：30　閉会日：10：15
※日程・時間は、変更の場合有

議 会 の 動 き
１月

10日	 議会だより編集委員会
12日	 行政視察受入（群馬県高崎市）
16日	 健康福祉教育常任委員会　行政視察
17日	 健康福祉教育常任委員会　行政視察
18日	 委員会協議会（2常任委員会）
19日	 議会運営委員会、第５回県市議会議長会研究会
20日	 県市議会議長会　定例議員研修会
23日	 第1回臨時会【本会議】
	 議会運営委員会、議員全員協議会、予算常任委員会（全体会）
27日	 行政視察受入（滋賀県草津市）
30日	 議会デジタル化広聴推進委員会
31日	 県市議会議長会　第３回議長会議
	 行政視察受入（石川県加賀市）

２月
  6日	 長浜・米原市議会連絡協議会　議員研修会
  8日	 委員会協議会（2常任委員会）
  9日	 全国市議会議長会第230回理事会
	 ・第114回評議員会合同会議
11日	 県立米原高等学校生徒会とのワークショップ成果報告会
14日	 議会運営委員会
15日	 議員全員協議会、議会デジタル化広聴推進委員会
17日	 議会運営委員会
21日	 長浜水道企業団議会定例会
22日	 第1回定例会【初日】
	 議員全員協議会、予算常任委員会(全体会)
	 議会だより編集委員会
24日	 第1回定例会【2日目】代表質問
27日	 第1回定例会【3日目】一般質問
28日	 第1回定例会【4日目】一般質問

３月
  1日	 総務産業建設常任委員会・予算分科会
  2日	 総務産業建設常任委員会・予算分科会
  3日	 総務産業建設常任委員会・予算分科会
  6日	 総務産業建設常任委員会・予算分科会
  7日	 総務産業建設常任委員会・予算分科会
  8日	 健康福祉教育常任委員会・予算分科会
  9日	 健康福祉教育常任委員会・予算分科会
10日	 健康福祉教育常任委員会・予算分科会
16日	 湖北地域消防組合議会　定例会
20日	 予算常任委員会（全体会）
22日	 議会運営委員会
23日	 第1回定例会【最終日】
	 議員全員協議会、予算常任委員会、
	 2常任委員会・予算分科会
24日	 湖北広域行政事務センター議会　定例会

議 会 の 傍 聴 傍聴を希望される方は、当日に米原市役所
本庁舎５階・議会事務局へお越しください。

本会議の中継 開会日、代表・一般質問、閉会日の本会議の模
様を伊吹山テレビでご覧いただけます。

本会議の録画配信 本会議の模様を録画配信しています。
http://www.kensakusystem.jp/maibara-vod/
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「すみたいまちをつくる」ワークショップ
県⽴⽶原⾼等学校⽣徒会＆⽶原市議会

健康に過ごせ⽼後までコミュニケーションがとれるまち

①世代を問わず交流できる場所をつくる
空き家の活⽤、⼦ども会の活性化、芸術・⽂化の活⽤など

②積極的にみんなとあいさつをする
地域のつながり、環境の変化、防犯へのつながりなど

③⽣涯にわたって、運動・散歩・スポーツをする
習慣化する体操、⾃由な運動の場、マラソン⼤会など

ファーストインパクトで住みたい！まち

①古い町並みや⾃然環境があり公園や図書館が充実して

いるなど、⽂化・芸術が盛んなまち
空いた⼟地の活⽤、⽶原フェス、使いやすい⾃然公園

②住⺠の⼈柄がよく、夜間の街灯も明るく治安がよい
市⺠との協⼒、交番・消防署と連携、施設の活⽤など

要望するだけでは、住みたいまち

にはならない。深く考え、⾃ら動

くことが⼤切であることを強く感

じました。

 （⽣徒会⻑ ⼤橋�來眞さん)

議会活動報告

まちをよりよくするために、 

できること

 昨年の９⽉から、⽶原⾼校⽣徒会の皆さ

んと議会が⼀緒になって、「まちをよりよ

くするためには、何ができるのかを考え

る」取り組みを実施してきました。

 11⽉には提案を練り上げるワークショ�
ップ、その後、1・2年⽣のすべての⽣徒

を対象としたアンケートの実施を経て、本

年2⽉11⽇に成果報告会を実施しました。

取り組みの流れすみたいまちをつくる提案

参加者コメント

∼２つの提案、３つの柱、実現するための施策∼

③美味しいお店、⼤型商業施設、テーマーパークがあるまち
空き地の活⽤、補助⾦交付、宣伝、アクセス向上など

テーマパークがあるまち

環境に配慮し、植物油インキを使用しています。


